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3 2 1

満たしている
３

　概ね満たしている
２

　満たしていない
１

教育理念・
目的・目標

１　教育理念、目的
及び目標の設定等

教育理念等を踏まえ、当該専門学校としての目的及び目
標を明確に設定し、養成する人材像を明確にしているか 5 0 0

（２）今後の改善方策

　教育理念・目的・目標の一層の浸透と実践への結びつけを強化するため、教職員会議や校内研修の場において内容を定期的に確認・共有
する機会を計画的に設ける。現在実施している毎週の朝礼での読み上げを引き続き継続するとともに、1年次だけでなく2年次においても改め
て理念を振り返る機会を設けることで、学年進行に応じた継続的な意識づけと深化を図る。
　また、1on1面談等の個別対話の機会を充実させ、各職員が教育理念を自身の授業・指導にどのように結びつけているかを具体的に振り返
るとともに、管理職との対話を通じて理念の共有と実践の確認を行う仕組みを整える。
　これらの取り組みを組織的・継続的に推進することで、教職員全員が共通の理念のもとで連携・協力し、一体となって教育活動にあたること
のできる組織文化の醸成を目指す。

大項目 評価の基準
自己点検評価結果

（１）評価結果の分析

　当該項目における自己点検では、回答した教職員5名全員が最高評価をつけた。この結果から、本校の教育理念・目的・目標が適切に設
定され、養成すべき人材像が全教職員に深く浸透していることが確認された。
　特に入学前後のガイダンスを通じた学生・保護者への丁寧な周知は、本校の大きな強みである。また、週次の朝礼での理念唱和を継続す
ることで、日常的な意識付けも着実に図られている。
　今後の課題は、理念の「認知」から「実践」への深化である。教職員からの意見からは、教職員間での共通理解をさらに深めるとともに、
日々の教育活動において理念を具体的に体現できているかを定期的に省察する必要性が示唆された。理念を単なる知識に留めず、個々の
教職員が自身の行動として内在化させるための体制構築が、次年度の重要事項となる。

小項目
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3 2 1

満たしている
３

　概ね満たしている
２

　満たしていない
１

１．学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するため
に必要な教育課程編成・実施方針を作成した上で、教育課
程を体系的に編成し、系統性・段階性に配慮した授業科目
を配置しているか

5 0 0

２．外国人留学生に対して、日本国内に就職する際に必要
となる日本社会の理解の促進に資する授業科目を300 時
間以上開設しているか 【注）外国人留学生キャリア形成促
進プログラム】

0 0 0

１．授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実
技など、適切な授業形態で教育が実施され、かつ、適切な
教材が用いられるとともに、成績評価基準に基づき成績評
価を行っているか

4 1 0

２．企業等と連携した、実習、実技、実験又は演習等（以下
「実習・演習等」という）の授業を行っているか教育 目標の
達成に必要な企業等と連携した実習・演習等の単位 時間
または単位数の総授業時数に占める割合を具体的に設定
しているか【注）職業実践専門課程】

5 0 0

3 単位・卒業認定 学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために
必 要な卒業認定方針（資格・免許等を含む修得させる職
業能 力を含む）を学科・コースごとに定め、当該方針に基
づき卒業の認定をしているか

3 2 0

１．卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能力を
含む資質能力の修得（資格・免許等の取得や知識・技術・
技能の修得含む。）についての目標を定め、その目標が達
成できているか

3 2 0

２．学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標
が達成できているか 2 3 0

教育課程、
教育の実施、
学修成果

大項目 評価の基準
自己点検評価

１　教育課程の編
成と授業科目

2 教育の実施

4 学修成果目標の
達成状況

（１）評価結果の分析

　本項目における自己点検評価では、小項目によって評価結果にばらつきが見られた。
　「教育課程の編成と授業科目」および「企業等と連携した実習・演習等」については全員が「満たしている」と評価しており、系統性・段階性に
配慮した教育課程の編成と職業実践専門課程としての産学連携教育が適切に実施されていることが確認された。
　一方、「教育の実施」では、1名が「概ね満たしている」と評価しており、授業形態や教材・成績評価の運用において一部改善の余地があるこ
とが示唆された。
　また、「学修成果目標の達成状況」では2名が「概ね満たしている」と評価が分かれ、「学生が望む進路の実現」については2名が「満たして
いる」、3名が「概ね満たしている」と評価しており、進路実現の目標達成に課題があることが明らかとなった。教員の意見からも、学生のモチ
ベーション維持に向けた教員間の連携強化、インプット・アウトプットのバランスを踏まえた授業改善、個々の希望に応じた就職支援体制の充
実が課題として挙げられている。

（２）今後の改善方策

　教育課程や指導方法については、教職員間で定期的に検討・情報共有できる打ち合わせの場を設け、学生の理解度や学修状況を踏まえ
ながら継続的な改善を図る。
　授業においては、知識のインプットと実践的なアウトプットのバランスを意識し、授業と現場実習・研修がより効果的にリンクするカリキュラム
の整備を進める。また、令和8年度から導入する「長期ブライダルインターンシップ」を積極的に活用し、学生の実践的職業能力の向上を図
る。
　進路実現の支援については、採用活動の早期化に対応するため、入学時からキャリア意識を高める指導を計画的に実施するとともに、個
別面談や就職情報の提供を充実させ、学生一人ひとりが最終的に納得できる進路を実現できるよう、教職員全体で連携して粘り強くサポート
する体制を構築する。

小項目
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3 2 1

満たしている
３

　概ね満たしている
２

　満たしていない
１

１．入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、
入学希望者に明示し、入学者の選考を公正に行い、合否
を決定しているか 5 0 0

２．学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行っているか
 【注)修学支援新制度機関要件の確認】 【注）外国人留学生
キャリア形成促進プログラム】 5 0 0

2 自主的な学習の
促進に対する支援

学生の学力や学習状況を把握し、入学前教育や補習授業
を 行うなど学習支援に取組んでいるか学生の円滑な学習
に向け、シラバスの活用による学習成果の向上や自主的
な 学習に関する適切な支援を行っているか

3 2 0

１．適切な体制を構築し、障がいのある学生、海外からの
留学生、社会人経験者など、多様な学生に対する支援を
行っているか 5 0 0

２．特に海外からの留学生について適正な在籍管理、進
路 (就職)指導を行うとともに、日本人学生との交流の機会
が確保されているか 【注）外国人留学生キャリア形成促進
プログラム】

0 0 0

１．カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対
応するための環境整備を行い、適切に運営しているか 2 3 0

２．留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を
抱える学生に対し適切な対応を行っているか 5 0 0

３．学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、学生の
心身の健康管理体制を整備し、適切に運用しているか 3 2 0

４．学生の経済的側面に対する支援体制を整備し、適切
に周知、運用しているか 5 0 0

５．学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制を整
備し、適切に周知、運用しているか 5 0 0

小項目大項目 評価の基準
自己点検評価

（１）評価結果の分析

　本項目における自己点検評価では、小項目によって評価結果に明確な差異が見られた。
　「学生募集及び入学者の選抜・収容定員の管理」については、入学者受入れ方針・選考基準・方法の明示と公正な選考の実施、および定
員管理の適正運用の両項目において全員が「満たしている」と最高評価を付けており、入学選考プロセスが適切に運用されていることが確
認された。
　また、「多様な学生に対する支援」「退学希望者等への対応」「学生の経済的支援体制」「キャリア・就職支援体制」についても全員が「満た
している」と評価しており、多様な学生を受け入れる体制と、学生の修学継続・進路実現を支える各種支援体制が適切に整備・運用されて
いることが示された。一方、「自主的な学習の促進に対する支援」では3名が「満たしている」、2名が「概ね満たしている」と評価が分かれて
おり、シラバスの活用や自主的学習支援のさらなる充実が求められる。最も課題が顕著に表れたのは「学生生活に関する支援」の中の「カ
ウンセラーの配置・相談室の設置等の環境整備」であり、「概ね満たしている」が3名と過半数を占めた。精神的な問題を抱える学生が年々
増加している状況に対して、専門的な相談対応体制が十分に整備されていないことへの懸念が複数から示されており、早急な改善が必要
な重点課題として認識されている。

（２）今後の改善方策

　最も優先度の高い課題であるカウンセリング体制については、令和8年度よりカウンセラー制度を整備することとした。精神的なサポートを
必要とする学生が増加している現状を踏まえ、カウンセラーによる専門的支援を核としながら、教職員が連携して学生の心身の状態を日常
的に把握できる体制を構築する。
　自主的な学習支援については、シラバスを活用した学修目標の可視化を図るとともに、定期的な個別面談を実施し、学生一人ひとりの学
習状況を継続的に把握・支援する仕組みを整える。
　奨学金等の経済的支援については、担当部署と教職員との情報共有・連携をさらに密にし、学生からの相談に対して迅速かつ的確に対
応できるフォロー体制の充実に努める。
　これらの取り組みを通じて、学生が安心して学び続けられる支援環境の整備を組織全体で推進する。

1 学生募集及び入
学者の選抜、収容
定員 の管理

3 多様な学生に対
する支援

4 学生生活に関す
る支援

学生の受入れ、
学生支援
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3 2 1

満たしている
３

　概ね満たしている
２

　満たしていない
１

１．教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた
教員を確保するために基準等（教員の採用基準等）を整備
し、適正に運用しているか 5 0 0

２．教員の常勤・非常勤、年齢構成等、また教員一人当た
りの授業時数等を把握しているかまた、教員の専門性、教
授力を把握、評価しているか 3 2 0

１．学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織
を整備し、業務分担、責任体制を規程等で定めているか 5 0 0

２．教員間で連携、協力体制を構築しているか
2 3 0

１．学校の教育活動の改善、工夫を行う FD(Faculty
Development)などの取組や、教員の研究活動、自己啓発
等への支援を行っているか 2 3 0

１-２． 特に職業実践専門課程においては、企業等と連携
して組織的に行っているか【注）職業実践専門課程】 5 0 0

２．教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修
を企業等と連携して、組織的に行っているか【注）職業実践
専門課程】 2 3 0

教育実施組
織・教員

大項目 評価の基準
自己点検評価

（１）評価結果の分析

　本項目における自己点検評価では、小項目によって評価結果に明確な差異が見られた。「教員の配置・募集・採用」のうち、採用基準等の
整備と適正運用については全員が「満たしている」と最高評価を付けており、資格・要件を備えた教員を確保するための体制が適切に整備・
運用されていることが確認された。
　また、「教員の組織編制」における業務分担・責任体制の規程整備、および職業実践専門課程における企業等と連携したＦＤ（ファカルティ・
ディベロップメント）活動についても全員が「満たしている」と評価しており、組織的な基盤は一定水準を満たしていることが示された。
　一方で、課題が顕著に表れた項目も複数確認された。「教員の常勤・非常勤・年齢構成等の把握および専門性・教授力の評価」については
3名が「満たしている」、2名が「概ね満たしている」と評価が分かれた。また、「教員間の連携・協力体制の構築」については過半数(3名)が「概
ね満たしている」にとどまっており、日常的な教員間の情報共有や協力体制の強化が求められる状況が明らかとなった。
　さらに、「ＦＤ等の取組や自己啓発への支援」および「授業・指導力向上のための研修の実施」についても、それぞれ2名が「満たしている」、
3名が「概ね満たしている」と評価しており、教員の資質向上に向けた組織的な取り組みの充実が本項目における最重要課題として浮き彫り
になっている。

（２）今後の改善方策

　教員間の連携・協力体制の強化については、定期的な教員会議や授業研究の場を設け、担当授業の進捗状況や学生の実態について情
報共有できる機会を計画的に確保する。特に常勤・非常勤教員間の連携が不足しがちな現状を踏まえ、非常勤講師を含めた合同研修や情
報交換の場を設けることで、教員全体が一体となって教育活動にあたれる体制を整える。
　教員の専門性・教授力の把握と評価については、授業観察や相互授業参観の仕組みを導入し、客観的な視点から各教員の指導力を把
握・評価できる体制を構築するとともに、その結果を教員自身の成長につなげるフィードバックの仕組みを整備する。ＦＤ活動や自己啓発支援
については、職業実践専門課程の強みを活かし、連携企業と協力した実践的な研修プログラムをさらに充実させるとともに、外部研修への参
加を積極的に奨励し、参加後の学びを校内で共有する機会を設けることで、組織全体の教育力向上につなげる。これらの取り組みを通じて、
教員一人ひとりの資質・能力の向上と、組織としての教育実施体制のさらなる強化を目指す。

小項目

1 教員の配置、
募集、採用

2 教員の組織
編制等

3 教員の資質の向上
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3 2 1

満たしている
３

　概ね満たしている
２

　満たしていない
１

１．教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等
を備えているか 3 2 0

２．学生の学習支援のための施設(自習室等)を整備してい
るかまた、学生の休憩、食事のためのスペースを確保して
いるか 3 2 0

３．図書室を設置し、専攻分野の教育に必要な専門書及び
参考図書を配架し、必要に応じて学生が閲覧できるように
しているか 5 0 0

１．学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校
における安全対策を適切に行っているか 5 0 0

２．火災の発生や防災に関する組織体制を整備し、適切に
運営しているか 5 0 0

１．施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等を適切に
行っているか 5 0 0

２．施設の改築・改修、設備の更新等の計画を定め、適切
に実施しているか 5 0 0

教育環境

大項目 評価の基準
自己点検評価

（１）評価結果の分析

　本項目における自己点検評価では、小項目によって評価結果に明確な差異が見られた。「安全対策・防災組織」については、学校安全計
画の策定と適切な安全対策の実施、および火災・防災に関する組織体制の整備・運営の両項目において全員が「満たしている」と最高評価
を付けており、学生の安全を守るための体制が適切に整備・運用されていることが確認された。
　また、「図書室の設置・専門書等の配架」「施設・設備等の日常・定期点検および補修」「施設の改築・改修および設備更新計画の策定と実
施」についても全員が「満たしている」と評価しており、教育に必要な環境整備と施設管理が適切に行われていることが示された。
　一方、「教育上の必要性に対応できる施設・設備・機械器具等の整備」については3名が「満たしている」、2名が「概ね満たしている」と評価
が分かれており、教育の質向上に対応した施設・設備の充実に向けて改善の余地があることが示唆された。
　同様に、「学生の学習支援のための施設（自習室等）の整備および休憩・食事スペースの確保」についても3名が「満たしている」、2名が「概
ね満たしている」と評価が分かれており、学生が安心して学修・生活できる環境のさらなる整備が求められていることが明らかとなった。
　安全対策や施設管理といった基盤的な項目では高い評価が得られている一方で、学習環境や生活環境の質的充実については引き続き取
り組みを強化していく必要があることが浮き彫りになっている。

（２）今後の改善方策

　教育上必要な施設・設備・機械器具等の整備については、現在の設備の老朽化状況や教育ニーズの変化を定期的に把握・評価し、計画的
な更新・補充を進める。特にブライダル分野の実習・演習に直結する機材・備品については、業界の動向や企業等連携先からの意見も参考
にしながら、実践的な職業教育の質を維持・向上させるための設備充実に取り組む。学生の自主的な学習を促進するための自習室等の学
習支援スペースについては、現状の利用状況や学生ニーズを把握した上で、より使いやすい環境への改善を検討する。
　また、学生の休憩・食事スペースについても、学生が安心して学校生活を送れるよう、スペースの確保と快適な環境づくりを進める。
　施設・設備の日常点検・定期点検・補修については引き続き適切に実施し、安全で安心な教育環境の維持に努める。これらの取り組みを通
じて、学生が充実した学校生活を送りながら、実践的な職業能力を身につけることのできる教育環境の整備を継続的に推進する。

小項目

1教育環境の整備

2 安全対策、防災
組織

3 施設・設備等の
点検、改善等



自己点検・自己評価総括表 大原トラベル・ホテル・ブライダル専門学校静岡校

3 2 1

満たしている
３

　概ね満たしている
２

　満たしていない
１

１．当該専修学校が策定している中長期的計画に、教育目
的、教育目標の実現に向けた具体的な内容が位置付けら
れているか 3 2 0

２．当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために必
要かつ十分な財務基盤を確立しているか 5 0 0

2 学校運営 学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われてい
るか（職業教育に関するマネジメント（教育の企画・設計・
運営等）における責任体制を含む。）。 5 0 0

１．学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部
からの意見を反映するなど、関連企業等団体、地域社会
等からの意見を当該専修学校の運営やその改善・向上に
おいて活用しているか

5 0 0

１-２． 特に職業実践専門課程においては、教育課程編成
委員会を年２回以上開催しているか【注）職業実践専門課
程】

5 0 0

２．学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を
公表しているか 5 0 0

３．学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ
継続的に行っているか 5 0 0

１．当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の
状況に関する情報を積極的に公表しているか 5 0 0

２．教育目的・目標の達成状況や活動状況について関連す
る教育機関、産業界等をはじめ、社会全体からの理解を得
るよう取組んでいるか 3 2 0

教育活動の
基盤と改善・
向上の取組

大項目 評価の基準
自己点検評価

（１）評価結果の分析

　本項目における自己点検評価では、多くの小項目において高い評価が得られた。「財務基盤の確立」「学校運営の組織体制」「学校関係者
評価委員会・教育課程編成委員会の開催」「学校評価結果の公表」「学校評価に基づく改善への組織的取組」「社会からの情報公表」につい
ては全員が「満たしている」と最高評価を付けており、学校運営の基盤と評価・改善の仕組みが着実に整備・運用されていることが確認され
た。特に職業実践専門課程として求められる教育課程編成委員会の年2回以上の開催についても全員が「満たしている」と評価しており、産
学連携による教育改善の体制が適切に機能していることが示された。
　一方で、「中長期的計画の内容」については3名が「満たしている」、2名が「概ね満たしている」と評価が分かれており、教育目的・目標の実
現に向けた具体的な内容の充実が求められる。また、「社会全体からの理解を得るための取組」についても3名が「満たしている」、2名が「概
ね満たしている」と評価が分かれており、教育活動や学修成果に関する情報を関連教育機関・産業界・地域社会へより積極的に発信し、理解
促進を図る取り組みの強化が必要であることが示唆された。
　教職員の意見からも、外部からのアドバイスを教員全体で共有・活用する機会の必要性や、人口減少等の社会環境の変化を踏まえた学校
運営の戦略的な対応の必要性が指摘されており、組織としての情報共有と戦略的な学校運営が今後の重要課題として浮き彫りになってい
る。

（２）今後の改善方策

　中長期的計画については、教育目的・目標の実現に向けた具体的な取り組み内容をより明確に位置付け、計画の実効性を高めるための
見直しを行う。人口減少や少子化など社会環境の変化を見据え、学生募集の戦略的な展開や教育内容の充実を含めた安定的な学校運営
に向けた体制づくりを継続的に検討・推進する。
　外部からの評価やアドバイスについては、これまでの共有が十分でなかった面を改善し、教育課程編成委員会等で得られた意見を会議等
の場で全教職員が共有・議論できる機会を定期的に設ける。これにより、外部の視点を活かした教育改善を組織全体で推進する文化を醸成
する。
　教育課程編成委員会の連携企業との関係強化については、すでに実施しているホテルインターンシップおよび令和8年度から導入されるブ
ライダルインターンシップを基盤とし、実習前後の研修プログラムをさらに充実させる。 企業側との連携を深め、事前・事後指導の質を高める
ことで、実践的な職業教育のさらなる高度化を図る。社会全体からの理解促進に向けては、ホームページや各種媒体を通じた情報発信を強
化するとともに、関連教育機関・産業界・地域社会との連携を深め、本校の教育活動や学修成果を積極的に発信する取り組みを継続的に推
進する。

小項目

1 中期事業計画と
財務基盤

3 学校評価の実施
と改善活動

4 社会からの理解
と情報の公表


